
羅⾅町再⽣可能エネルギー導⼊⽬標計画



はじめに

羅⾅町では、地球温暖化防⽌のた
めに、これまで様々な取組みを⾏って
きた。
我が国で⽬標として掲げた「2050年
カーボンニュートラル」を実現するため
には、地域全体で更なる取組みを進
めていく必要がある。
上記を受け、羅⾅町では、2021年
に「ゼロカーボンシティ宣⾔」を宣⾔、
2050年までにCO2の排出量実質
ゼロを⽬指すものとした。

背景

羅⾅町のCO2排出量の現状や
課題を把握する。
地域における再⽣可能エネルギー
導⼊ポテンシャルや将来のエネル
ギー消費などを踏まえた導⼊⽬標
を策定する。
⽬標を実現するための具体的な
施策などを検討する。

⽬的
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第１章 計画策定の基本的事項
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計画策定の意義

計画期間と⽬標

計画の位置づけ

羅⾅町が持ち得る資源を最⼤限に活⽤し、再⽣可能エネルギーの導⼊を通して地域の課
題解決に寄与すること、地域の魅⼒を更に向上させていくことを⽬的とし策定した。

2013年度を基準年度、2030年度を中間⽬標年度、2050年を⻑期⽬標年度とし、⽬
標値の設定を⾏った。

地球温暖化対策は、分野を横断した総合的な⻑期戦略となること、かつそれ⾃体が地域の
成⻑戦略となり地域の抱える様々な地域課題解決・地域経済循環・地⽅創⽣への寄与を
⽬指すものであるため、他分野における⾏政計画と連携を取りながら施策の検討や策定を
⾏うことが重要となる。

本計画における計画期間と⽬標
項目 基準年度 中間目標年度 長期目標年度

年度 2013年 2030年 2050年

CO2削減率 - 68％削減の達成
ゼロカーボン

107％削減の達成

CO2実質排出量（①-②） - 39,900ｔ‐CO2 -8,600ｔ‐CO2

　①CO2排出量 125,100ｔ‐CO2 82,000ｔ‐CO2 58,000ｔ‐CO2

　②CO2削減量 - 42,100ｔ‐CO2 66,600ｔ‐CO2

5,488ＭＷh
エネルギー消費量の約13％

26,319ＭＷh
エネルギー消費量の約80％

太陽光建物系発電量：1,440MWh
太陽光土地系発電量：2,646MWh
中小水力発電量　　　：　　 0MWh
地熱発電量　　　　　　：1,402MWh
　　　　　　　　　　　　計：5,488MWh

太陽光建物系発電量　：2,400MWh
太陽光土地系発電量　：7,275MWh
中小水力発電量　　　　：2,628MWh
地熱発電量　　　　　　 ：14,016MWh
　　　　　　　　　　　　 計：26,319MWh

再生可能エネルギー導入量 -



第２章 地域の現状と課題
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基礎情報の分析に加え、事業者ヒアリング調査を実施した上で、羅⾅町の主な地域課題を抽
出した。

ヒアリング調査を通した地域分析結果

地下資源（温泉⽔・熱）の
安定的な維持と活⽤が求められる

漁業の町として、⽔産資源を守り、
活⽤する必要がある

地域の交通は⾃家⽤⾞に依存しており、
⾼齢者を中⼼に移動⼿段の確保が課題

⼈⼝の減少や⾼齢化が進み、
町内における若年層や⼥性の雇⽤機会が少ない

豊富な観光資源があるものの、
駐⾞場数といった観光拠点施設の機能が不⼗分

町内企業の経営者の
⾼齢化・後継者不⾜等による商⼯の衰退

世界⾃然遺産である知床国⽴公園などの
⾃然資源・景観を損なわない計画が必要

地域課題

漁業の活性化

⼈⼝減少・⾼齢化

⽔産資源の維持・安定

観光拠点施設の機能強化

域内交通の不便さ

⾃然・景観の保全

雇⽤の促進・雇⽤機会の創出

町内商⼯の振興

温泉⽔・熱の維持・活⽤



第３章 温室効果ガス排出量の現状・将来推計
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マイナスカーボンの達成

羅⾅町のCO2排出量の現状を把握し、様々な脱炭素対策を⾏った場合の将来推計を⾏った。
羅⾅町は、2030年時点で68％減、2050年時点で107％減（マイナスカーボン）を⽬指す。
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第４章 再生可能エネルギーの導入目標
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各再エネを組合せ、地域資源の
活⽤を⽬指す

CO2排出量の削減⽬標に応じた再⽣可能エネルギーの導⼊⽬標（地域再エネ利⽤率）を検討した。
地域の再⽣可能エネルギーの導⼊ポテンシャル、導⼊可能性も考慮し、短〜⻑期的に各種再エネを組み合
わせた導⼊⽬標とし、地域再エネ利⽤率は2030年に約13％、2050年に80％とした。

短期的には太陽光発電、地熱
発電の導⼊を⽬指す

現在のFIT電源であり、現状で
は地域のCO2削減には寄与し
ない再エネ

2030年度 2050年2013年度
41,096 MWh 32,788 MWh27,923 MWh

13 ％ 80 %０ ％

エネルギー消費量

地域再エネ利⽤率
5,488 MWh 26,319 MWh110 MWh再エネ発電量



第５章 ゼロカーボン推進のための将来ビジョン
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ビジョン

市町村はどんな姿・将来像を⽬指しているのか
追求する理想や⽬指す⽅向性

コンセプト

上記ビジョンに向けてどんな事業・施策をうって
いくのかビジョン実現のための構想や活動⽅針

ビジョン
「2050年において地域として⽬指す姿」

ゼロカーボンに向けて
どのような⽅向性を描いているのか

コンセプト
「地域として⽬指す姿」に向けて、具体的に

どのような施策取り組みや技術導⼊が必要か
具体構想、施策取り組みの考え⽅

⼀般的な考え⽅ 本事業における考え⽅

施策

コンセプトを達成するために、
誰がいつどのように策を講じていくのか
詳細な活動⽅針含めた具体施策

施策

上記コンセプトより
脱炭素や再⽣可能エネルギーの導⼊を考慮し

より詳細に落とした施策案

再⽣可能エネルギーを導⼊するに当たっては、脱炭素化のための⼿段としてだけではなく、地域住⺠の⽣活の
質向上や産業の活性化等、羅⾅町の魅⼒をさらに⾼めるためのきっかけになるため、⽬指すべき具体的な将
来ビジョンを描くことが重要である。
本計画では、ビジョン、コンセプト、施策の構成を以下の通りとした。



第５章 ゼロカーボン推進のための将来ビジョン
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地熱発電エリア
(地熱・温泉熱)

温泉源の活⽤
地域新電⼒等による産業創出
と電⼒代地域内留保
地域独⽴分散電⼒による災害対応

世界遺産エリア
(知床国⽴公園)

⼀次産業振興エリア
(羅⾅⿂港)

役場本庁舎
幼稚園、⼩学校、中学校
温⽔プール
旅館・宿泊施設
⽔産加⼯場 等

知床の圧倒的な⾃然資源観光（野⽣動物・
ホエールウォッチング・⽔産物等）を再エネを⽣
かし、ICT技術等を活⽤した観光⾼度化

地熱供給エリア
(市街地全域)

エネルギー、資源循環
⇒CO2の削減

1次産業と地域環境価値活⽤
⇒特産品の魅⼒向上

ゼロエミッションによる
観光導線・モビリティ強化
羅⾅町内でのマイクロバス等の
モビリティを電気⾃動⾞などに置
き換え
再エネを動⼒源とし、ゼロカーボ
ンかつ⾼頻度化による交通軸の
強化

ゼロカーボン・世界⾃然遺産
サスティナブルブランド
⽔産物の海外輸出

ゼロエミッションの⽔産加⼯物や、ブ
ルーカーボンと関連する認証をつくり、
海外向けにブランド化

スマート漁業化による
収益率向上

再エネを活⽤した最新技術
による観光の⾼度化

温泉熱・地熱発電を活⽤した
地域⼒の強化

深層⽔を活⽤した陸上養殖
スラリーアイスを活⽤した⾼鮮度化
給餌・⽔質管理の⾃動化・効率化等
を活⽤し、畜養による⾼付加価値化

羅⾅町の将来ビジョン 豊かな⾃然と共⽣し、活気に満ちたゼロカーボン地域
・エネルギーの地産地消
・地域循環共⽣圏の構築



第５章 ゼロカーボン推進のための将来ビジョン
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地域分析結果 地域課題 ３つのビジョン

温泉熱を活⽤した
再エネ発電と新規産業の創出

温泉熱発電による再エネ導⼊と熱活
⽤による新たな産業の創出

知床の⾃然の
持続的な保全と観光振興

知床の⾃然を保全するとともに
環境と調和した観光振興による魅⼒

向上

地域課題を解決するためのより具体的な将来ビジョンを３点定めた。

地下資源（温泉⽔・熱）の
安定的な維持と活⽤が求められる

漁業の町として、⽔産資源を守り、
活⽤する必要がある

地域の交通は⾃家⽤⾞に依存しており、
⾼齢者を中⼼に移動⼿段の確保が課題

⼈⼝の減少や⾼齢化が進み、
町内における若年層や⼥性の雇⽤機会が少ない

豊富な観光資源があるものの、
駐⾞場数といった観光拠点施設の機能が不⼗分

町内企業の経営者の
⾼齢化・後継者不⾜等による商⼯の衰退

世界⾃然遺産である知床国⽴公園などの
⾃然資源・景観を損なわない計画が必要

漁業の活性化

⼈⼝減少・⾼齢化

⽔産資源の維持・安定

観光拠点施設の機能強化

域内交通の不便さ

⾃然・景観の保全

雇⽤の促進・雇⽤機会の創出

町内商⼯の振興

温泉⽔・熱の維持・活⽤

再エネ導⼊による
地域⼒強化と産業振興

再エネ導⼊によるモビリティ整備等の
地域⼒の強化と漁業・商⼯の振興



第５章 ゼロカーボン推進のための将来ビジョン
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⽬指すべき将来ビジョンに紐づく形で、複数のコンセプト及び具体的な施策を策定した。
コンセプト案ビジョン案 施策案

漁業施設等での再エネ電⼒活⽤
ICT活⽤による省⼈化・⾼付加価値化

藻場の回復・ブルーカーボン認証

庁舎・公共施設のZEB化

EV船の導⼊

EVコミュニティバスの導⼊・運⾏
EV・FCVの導⼊

再エネに関する勉強会の実施
廃棄物の削減

温泉バイナリー発電の導⼊

再エネ導⼊による
地域⼒強化と産業振興

温泉熱を活⽤した
再エネ発電と新規産業の創出

知床の⾃然の
持続的な保全と観光振興

温泉熱を活⽤した陸上循環養殖
ゼロエミッションの⽔産加⼯品の⽣産・販売

再エネ導⼊観光⽤モビリティの導⼊

太陽光発電の導⼊

⼩⽔⼒発電の導⼊

森林吸収

漁業のスマート化

地域交通の利便性
向上

観光機能の強化

ブルーカーボンの創出

海洋深層⽔の活⽤

温泉熱の有効活⽤

雇⽤機会の創出

サスティナブルブランド化

再エネの導⼊・
省エネの推進

⾃然環境との共⽣ ⾃然環境に配慮した脱炭素社会の実現、環境教育の推進



第５章 ゼロカーボン推進のための将来ビジョン
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羅⾅町の将来像

羅⾅町
除雪・⽂化教育

（⾏政サービスの向上）

町内宿泊施設

新規
宿泊施設

町内
事業者

他⾃治体

余剰電⼒の
売電

発電
事業者

海洋深層⽔
取扱事業者

陸上養殖試験

利益

漁業従事者⾏政サービスとして還元

町⺠

発電・熱利⽤
事業体

温泉熱を利⽤した
海洋深層⽔活⽤

地
域
ष
भ
投
資

観光促進
モビリティ整備

知床財団

環境省

出資

出資

出資

出資

利⽤権

利⽤権

温泉 深層⽔

参画

参画

深層⽔の活⽤

温泉熱バイナリー発電

利⽤権



第６章 ゼロカーボン推進のための施策
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豊かな⾃然と共⽣し、活気に満ちたゼロカーボン地域の実現を⽬的とした施策と具体的な取組み例を考案
した。

NO. 羅臼町ビジョン 羅臼町コンセプト 施策 具体的な取り組み例

1 太陽光発電の導入

2 温泉バイナリー発電の導入

3 小水力発電の導入

4 庁舎・公共施設のZEB化
・新築予定の公共施設のZEB化検討
・庁舎や既存公共施設のZEB化改修検討

5 廃棄物の削減
・廃棄物の分別
・リサイクル業者との連携

6 再エネに関する勉強会の実施
・勉強会等コンテンツの作成
・勉強会の実施・運営

7 漁業施設等での再エネ電力活用
・国、道の補助事業の獲得
・再エネ設備導入
・EV船、EVトラックなどの導入

8 ICT活用による省人化・高付加価値化
・国、道の補助事業の獲得
・海況情報取得機器の設置

9 EV船の導入
・国、道の補助事業の獲得
・再エネ設備導入
・EV船用充電設備の導入

10 EV・FCVの導入
・公用車のEV化
・充電インフラの設置
・地域住民・事業者へのEV・FCV普及促進

11 EVコミュニティバスの導入・運行
・国、道の補助事業の獲得
・充電スタンド等の設備整備
・EVコミュニティバスの導入・運行

12 サスティナブルブランド化 ゼロエミッションの水産加工品の生産・販売
・国、道の補助事業の獲得
・水産加工場への再エネ設備の導入

施策一覧

再エネ導入による
地域力強化と産業振興

再エネの導入・
省エネの推進

・国、道の補助事業の獲得
・導入事前調査
・設備導入、配送電方法の検討

漁業のスマート化

地域交通の利便性向上



第６章 ゼロカーボン推進のための施策
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NO. 羅臼町ビジョン 羅臼町コンセプト 施策 具体的な取り組み例

13 温泉熱の有効活用

14 海洋深層水の活用

15 雇用機会の創出

16 観光機能の強化 再エネ導入観光用モビリティの導入

・国、道の補助事業の獲得
・観光拠点施設への再エネ発電設備、充電スタンドの導入
・観光地の受入体制整備
・観光用モビリティの導入・運行

17
自然環境に配慮した脱炭素社会の実現、

環境教育の推進

・国立公園の集団施設地区及び公園隣接地における脱炭素の取り組み
・ルサ地区における森林育成や河川改良による自然復元
・サスティナブルツーリズムの推進と自然環境に配慮した知床半島の利
用のあり方の検討
・情報発信と環境教育の普及促進
・関連取り組みに基づくゼロカーボンパーク登録

18 森林吸収
・適正な維持管理の推進
・林業経営支援

19 ブルーカーボンの創出 藻場の回復・ブルーカーボン認証
・適正な維持管理の推進
・水産業経営支援

施策一覧

温泉熱を活用した
再エネ発電と新規産業の創出

温泉熱を活用した陸上循環養殖

・国、道の補助事業の獲得
・温泉導水管の設置
・陸上循環養殖施設の設置
・再エネ養殖設備の導入

知床の自然の
持続的な保全と観光振興

自然環境との共生
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次年度以降に、町⺠等組織を⽴上げ、施策の実証・実装に向けた協議を開始する。
当協議にて、実現可能性が⾼いと判断された施策や、協議会参加者の参画意欲が⾼い施策に関しては、
個別にWGを⽴上げ、実証・実装に向けた具体の検討を進めることとする。

推進体制イメージ(案)

町⺠等組織(2023年度以降〜) 施策別ワーキンググループ(WG)⽴上げ

町
内
企
業
؞
団
体

学
術
؞
研
究
機
関

町
外
企
業
؞
団
体

(

各
施
策
प
関
連
घ
ॊ
ग़
ॿ
ঝ
ॠ
␗

供
給
会
社
等)

事務局 羅⾅町

⾦
融
機
関
等

・・・ ・・・

次年度以降は本計画に従い、施策の実証・実装に向けて協議
する場を設定する

左記にて、実現可能性が⾼いと判断された施策や、協議会参
加者の参画意欲が⾼い施策に関しては、個別にWGを⽴上げ、
実証・実装に向けた検討を進めていく

実現可能性が⾼いと判断された施策

WG①(テーマ 再エネ) WG②(テーマ 観光)

羅⾅町

エネルギー供給会社

羅⾅町

観光事業者

・・・

・・・

・・・

PMO(進捗管理等) 羅⾅町



第７章 計画の推進及び進捗管理

14

中長期短期

町民等組織及び施策別WG運営 左記の継続

町民等組織による定期検証 左記の継続

主に短期的な施策を中心に、座組
やビジネスモデルを検討、実証・実
装を推進し、進捗に応じてスケ
ジュールやアクションを見直し

主に中長期的な施策を中心に、
座組やビジネスモデルを検討、実
証・実装を推進し、進捗に応じて
スケジュールやアクションを見直し

外部環境の把握（主要な政策動向等）
施策の検討・進捗評価
（既に実証などを開始している施策）
KPIの分析や効果検証
施策別推進スケジュールの確認

外部・内部環境の分析
CO2排出量削減目標値に対する進捗評価
施策の進捗評価
ロードマップ内の目標値や実施施策、スケ
ジュールの見直し及び総合計画への反映

施策推進・
実行

定期検証

▼2023年度 2025年度▼ ▼2030年度 2050年度▼

本計画の持続可能性を担保するために、町⺠等組織による定期検証と必要に応じた計画の⾒直しを⾏う。
計画の⾒直しは、ロードマップに定めた⽬標に対する進捗や施策の進⾏状況を踏まえ、その後の施策や計画
の⾒直しを⾏うと共に、町の総合計画の変更を反映する。


